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精神神経系症状  資料4－3－2  
（絨珠中．0．蝿  

触ヰ中か否か  ヰ中じやない：ヽ）  

慨桝¶から彙  鼠嚢中の嶋合、  すfでの■間  ■十な行勘彙1構鋼  
■★な行恥の人体的な騨什  

憫：幻鷺については人体的に何が九えたか？＋人が幻兼を見たのか、れが幻tを  
九ていたょうだとTっていものか？）  

軒酎甜転㌫霜：：：：：二：：：二：：：二二：二：＝：二二：：二  

鱒鱒御仏掛軸軸献花崩義朝路琳制拭号葡艦縮も榊  
を認める．  

1月！日入痍．本桐！昂札用．  

絹欄倣ミ？！塩習甜払亡だ三と輔鵬徹苺－ が不¶に1h 
、轟■に恥、合わせたらところ、tのM▲えが確托された．（20劇）≠瞳発  

翫件桝柵鴇：胸旺晰簡約H漸珂朗撤穣訂輔酬「－ 壌 
・穐なくして・立って歩こうとナるがフラフラしてすぐに転ぷ．大■で叫ぶの2つの症  

状が出1・鶴九は・■の遇tと遭う■tヒtくも、卿＝呵もせす鰻遇札零した．■十  

鞄郡無敵鞘鮎云意志二＝‥＝  

ユ月柑けいれん、鷺■レベル旺下（非暮★）集札  
ユ月1日熱がさがる．  
】犀川日ふちつき、1■慶川．（tと】○）柑の椚が薫つ什、見えない比いう．鯵欝鴫には  
力あり．幻士．枕鷺■サ．ふらつ蕾、嬢鴫を集札  

（D浮れ怯め蒙し、  
◎複暮杜書  ①ま撫レベルの低下  

3月柑（†＝刑）r■い繍い、㈹1のれを檎札て）あそこに何か仙、机、ら轟い止菖う．  
入眠し、起さた陣には加えなし．  

甜書取髄瀧ご多難監遥糟当惑よ孟三言ニー－ る●■と胃じ虎杖（うわ菖、■■．■吐）一千の織＃び獣妊．  
②闇■糟が左上向き、口を′りバクする．呼びかけに応じない．■の色が轟くなった．  

亘細菌飯諭漣苫前齢芽仇t撫桝二欄用事二物緬古式結．盲事軸盲‾  
分帆t■机．やや軽し、慮■．（21＝00相川帖分間 
． 叩＝即1抑慮書付帆暮撫あり．■●鶉．幻丈あり（ママの鋸（薫っ縛でこわいとい 4 
う）（：00）■■捕帆幻文机（ママの目が絢八／くジャマに丸いシオがついている  

撤語払獅欄触：櫛涌こ†萌摘郷左裾再く∫キー一 意曝不明なこと善書い出した 

●（†○刑場事象硯．㈹50漉■1にて他鏡へ．到着時は  

鷺織ははっきりしていた・輝電牡も．耳痛．正札■吐あり．「舶とって（れ止訴えて いた．土●111抗日IO且｛＼仁 一■▼l■コl■▲u与■軋【J＿   
担郵曜鞄閻醜臨転読㌫㌫蒜 母 

・（8劇）ひさつけ匝壌．モの祉は少しうなり■を上けながら■ってしまった． 閻闇解散浦野軸粛輔肺こ二二：二二二  
紳1古色青むて彙l軒  

榊廿輔i石柄讃こま請l詞細二ぢ乱モ亡荏軸盲点だ亡打たこ鵬初ざ■  
い状闊は・和掃冊利札、た．（幼稚血保★士から母♯がl帆、たほ）  

欒鞄輝欒塵取胡新郷払蒜二 い 
」と惜しトイレヘ．繍厚手ナ士せたt建って■り、何か早口で書り（青人に内軌描か らなかったとのこと川は油川．▲升行動の縫い（非11）無札（2川汁の行削tあま リl 
こ平♯の儀子と▲ったた劇．■♯抒勤ではないかと当焼魚■貴鯵．受p＊鷺繊清 明、1当托■野・神経攣的■★断1なかった机蒙人の心配が凱、ため、入慎の上 軽■q震とした 
． 古曲ン5′打て蚕痍断あ坑  
200丁乃／20件椚）インフルエンザ∧■性．本札コカール処方（経過中コカールは収用 せす）．午割とタに本欄Ⅷ川L拉h■X2／日）  
2叩7乃／21（¶）解触していた．（川畑囁畑の不刑書見用事る前にたんナに量り宕を  
蘭lナようとして帆、でいた．父■が発見し．抱きかかえ「どうしたのか？」と臍いたとこ  
ろ「☆開かなかった」とTった・暮離して聞けようとした州土不軌■★行触（昨1鷺）発  
現・（…柑）再度史附この鴫点でlけでに■≠行動は画憮してい引．2日仰土鳥児か  
諾亨最知湖巨軌融賄拙話灘冒陳ニ‥ ワ 

ーと大■で泣書叫び・全■の賎内を礫止きせ、■は大さくよ朋L、て一点を凛楕して  

いた・このような■井反射†卜相続書、この反応中は鷺■不明で、母腰机、くら呼 んでも反応しなかった．5分位一に冊緻が子供の毛れを吋び醜けると、やっと気づいて 憲紳惟嘔帽 
した．モの醜も、ぐγったり、吐いたりして熱嘩しても檜手ではなかった 

． ユ月川日（本椚内服卜叫研削ヰたま丸ます手足をビクビクさせワーと大■をあげて  

泣き叫び、全鼻の筋肉を樟止させ、暇は大きく見聞し、て一点を∬軌一ていた．この樺 な■十行動が才～3分続き．この間は、鷺甚障害のたれ母書机、くら呵んでも正★に  
は害えなかった．約相性に．やっと母れの叫び■に気づいた．（夕方川代の蔦熱が  

l■¶tを内股させたところ  同じ檀な人≠朽勤が起こ   



精神神経系症状  

■書な行■の人体的な欝■  
（■；幻先については人体的に胃が1えたか？♯人が幻薫毛先たのれ■が幻景告よて  

いたようだとtっているのか？）  

欄重訂貞一節鴨楕獣「腑織誠ご綿羊推＃上磯覧ホ協稚どゐ複析∴  

牡嚢中か育か （■■中：○、■書 中じやない：×）  暮■中の■●、 義tll禽から集 t■で○■れ  ■tな行■集れIl粥  

には－よ■が下がり、■状は嘉ち★く．  
8月紺日■から書び算■．★欄は内■しなかった机気分嘉外し．縫と遊んでいる土中に  
はさみで蛛の樽モ■つけた（ほとんど■ていなLヽ柵＝集t．轟いはすなのl濾なかった）．  

（川）けいれんあり．■★書tにてtよ▲と■書．  
（I棚I九t内樽■■、臭熱心什止．  

200丁′ユ／t量  

量00丁／ユ′t3  

董【叩l／1′tI  

20ロ】′】′川  

2001／3／川  

和OT／a′用  

量00†／y柑  

量00†／3ハI  

l00†／‡′川  

イお父さんとおヰさんが自分の件の上をジャン九ていったJとTう．  

自首顛虹こ裾百き粛三ば卓汚損卸主≡ろ青梅い1えーiと書与モit〔蒔L篭が‾  

tえていた．放せIf▲け出したであろうと■われたので．一■中モのf蕾にしていた．  

書評那覇控溢亡瀾肘締拍酢酸鴻繍ほ紅甜－  ら怯えていた．楓■は．書手1ている樽手だった．母■が向かい合わせて絶っこをして♯   ■書．事田圃Ⅷ．  Ⅶ
Ⅲ
棚
蜘
㈹
…
皿
…
還
■
 
 
 

∬／ユ／量丁  

200丁／ユ′王7  

量tIOT／】′量■  

王MT／l′糾  

200丁／】／王l  

之00丁／】′王1  

2叩1／3／‡0  

2帥†／3／｝0  

200丁／】′；‖  

蒙禰馳－1再騰：もも芽摘もく研、‾幻絞聯掛賦露師洞1孔明拍漸朗好一 兢海里緻嘲謝農・集糊恥建隕珊■榊地・－・……  

】月21日節義とホ積のエピソードが！｛椚おせの■虚で舞鶴．  

①t■レベルの電下  
◎大発作■十  り、■＃上絵、全■♯暮鵬代性■■となった．■■が止一った■も．■ぴかけに応え一に  

l′川（之1二00）本州2■ヨ■用■．ベッドの上で■び輪わた．何かに怯えてる樽手．ユ8℃台．  

他■小児科へ入托．（■峡に行く士でに▲状は軽くなっていた） l／ll■t行■■t．1■．  
200丁／Vl】  

量00丁′l′川  

皇議員蒔岨：†肺￥うi托称モ机‾朗総称酎Ⅳ心所三ぎ綿L欄議員屯‾  
①●■  

◎ジスキネジー  
◎暮■レベルの傭下  
駄㌫二二二二：：：  

馳射負魯象…  
t▼  

①眞t行■  
◎t■レベルの低下  

抑分■に虚■舞1．モの5分t、■事は霹ち書くものの、暮■レベルの¢下のtま、故■ 暮にて■遭．■よ■什、自tl■t口蓋モケモグさ廿る、日書バナバナさせる）奪してい  白OT腑Ot81   

脚9！lし  

807脚213   

8010t‖M4  
モ沌穣一鴎譲ニーIi髄緩も；もが二百翫L：1も努  

珊紘紙戯馳銅価軋袖脚嘲洞獅澗肺肝  
上が切札儀．（は§○）■t斤■（ふナ雷♯かじも）■1．2tでバクシという書が叩こえたた  
れヰが行ってみると■光がふナttかじっていた．■んでも、只の集慮があわなかっ  
た．■■暮寺井麟し、■隷書■．董鯵鴫．ややボーッとした印■で貴け讐えも■分的にで  
きなかった．義政人相椚帖丁上はれらかな■★手繰わなかったため，入枕憬繍濃のみ  
で縫1枚★  
1月I1日【tl】：lO）■♯行■圃ヰ．彙書は縫いていたものの、生け響えははつきりし、母も  
いつもと書わらない．  

仰いかけにわずかに仲■．  

蕎壱豊漁篇配【軌；指事釦三i獅二舶1童ぎ卓甜こ薦的虫￥う諷二言脚編ままモti－  

本欄鳥綿譲二う篭ろ桝瞥正中乱lうごょが鮪た号砺敲‾師お肺患i毒喧瞥うオ ど■兼塵のような快事になってしまった．インフルエンザ景虎仰士、■臭癒などなく元気   

リン鴎オセルタミビル  之／8  



精神神経系症状  

鷲笹  さ遥霜  1 
幻鷺  

／  

た 

～l  80丁（〉Ol引用      男性  ■t     200丁／ ！00†／  
之00丁／  

52  対■外t欝      ■性  ■★行職   200丁′3′川         1007／3／tl  ll（〉○   ○   
人興   

紐   

8l  I 2  007′ 00丁／  1′川 ユ／一書   午憫 ！○：OP   ‡08丁／3′‖l  23：30   0   2叩丁′                                                                Y●■    Y■■   Yo●  ♯れ■Il  No  No    No  No   ■  ・トイ ・日力 Il憫   レの （とろ に・－   師摘値毎拍． んとした状tで、にこl よ8露天蒙しカロナー ≠曳、＿－＿‖＿．＿＿＿－  
矩   

鸞な行動の■体的な絆細  
何が1えたか？本人が幻1を1たのか．  醜が幻tを1て  

ようだとtっているのか？）   

ここしながら攣捜の鱈書Il舌．1之：3研こ本納膿用捜入l民．  

ル≠用徽人岨．1，：仰に■t行動免租．数分後．すぐに  

：】  

し1  

ヰ  

ド   
l■蘭のMlコ碑ほど．く4側）■書状鸞国書．  

闘椚野馳闇．萄甚i獅瑚虹師だご榊√一花補；らモ  新駅潔舶紗M削脚舶僻地如側■棚弘一－一   
一札、ていたがトイレの傭でもうー鷹¶れる．闊■が近くの内科へ遮れて行きタミフルIl用  

雪放親賦与認脚絆封瓢湖粥韓甜ビ√、一・  ■手  
取納捕虜‾‾  
釘払担L＿  

大井作虚■  

む釘簑‾■…▲  
若H即し・  

珊御霊晩霜盟緻細雨肺珊裾前断面こ－  D8】00207ユ  

対■外嶋告  

叫OIllI■  

80102朋之2  

牡に暮■もどした．点オ繍卑し、楕量日的のため、地峡へ緒介彙鯵となる．■割印上  

震更紺鋸削れ払耶塵鯛膿胸⇒洩－・…－・－…・仙－＝  

寧．附こ力が入らナ醜力状▲．ヰが■廠の上方から樗■糾、かえ、祖母が■段の下方  穐￥だ建才モ事抑二茸；た繭恥ミララララ仁方左裾二勤王芥措き正なもーら背離＃軌：   
から■足喜檜って1んでいた．川嶋していたが、■も▲中．呼名lこ反応しない景ヰ爛矢  
状鴨油分¶あり．祖層欄l分ほど叶足のt血書■じた．モの■覆1は鱗失し、■引こ朋  
■ナも状■と別れ■＋で一触乗れ．事人は■絆舞っている▲中より、tに杜■書が料  

閻肘鈷笑子諸艶ぼ豊熟だ！蝕輔三甜さ甜－ ■ 
にtせ1■あり．ー舛フル舶t桝田ヰ相月1日ごろ）からt近畿で丁っと上記のIl  

作用が出ている．1期間はくこともあるのか？との憫合せ内書によ帆中柵帖にⅧL．  
ほ月1日に彙欄との疇書でぉも軋正ヰにこの日が弗札日であったかどうかも不明とのこ  書ナるまでの憫は鷺えていない．（川刑〉徽■＋で乗鴨叶は暮…明だ机ナぐに入■ナ     と．  
摘i紺ばん餉t元己iそ複＃合ゎヂ悸禎よ鴻篭勤二盲郎柑i帆‾季複葡主＝首 ばんやりしたり．■■を上けていた．柵t■蘭になっても、自宅が分からないたれよ人  
に1hちれて鞭毛．甥■合わす、貴人・象▲の名肌色分の毛巾が書えれ、．⇒t■外  
集t■t、入枕となも．】メ＝柑襖■合うがレスポンスは轟い、紀愴■蛛．3月柑日積  
■倉い活発となる．セ愴t化なし．3月t7日活★でt段曇り．嬢鏡となる．ユ朋0日退扶  

膜如1講 ヽ 
；㌧たtき＝  

J即日はニ00）トイ山王行きニーf♭葡串セま癖捧雨竜だと甜叫Lこ盲拍モ献千畑不  

野野鰍甜梵抹F偲淫挽盟閑談碧裾豊 2叩丁／l／l実は♯、体1：】l・2℃．（tl論決軒シカi王シザ富農葡iJ柵ラ畠ふii 
－t7’ 軌州腋（11：さ○）■十行勤カれ．もうろうとして鷺■がクリア．rtを腋ナ気か？ノとTった．  
伽叫即から■りて倉て、書び量■もうろう伏鴨．れ札0℃．一死ねと書うのか？」という書  
書に曙の■ぴかけ「どうしたのJにより暮騰がよった．その■li書邁．ご飯▲べた 
． （22‥咄2F■暮で就寝．ほl：叫鸞■もうちう「何で．何で？Jと書い泣し、た．ベッドによして、  
うつ伏せにしたら鷺鎗が■った．「お年さんがなんでいるの？」とtった．1如7Ic．  

鄭下軸て■乳．鞘行凱習熟イよ？！k享とザの無札・農扶．‖－一  
指豹摘的前朝餉心舘浦揖汁一幻聴二扇窟、1爾行摘‾  

舌｛り遷した．最鰊の■には全く讐えす空0分租で回吐．モの瞳義士なし、本人全く紀愉な し．  

‥
け
㈹
け
棚
け
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膏i扁町々い三好卓虚  声をかけると5抄後に国  

・その橡、遺書がおかしく，トイしに行こうとしたにもかかわらず．ご敗を食べにリビングに  慣．  行こうとしたと、トンチンカンなことを曹った．   

リン醜オセルタミビル   3／5  



精神神経系症状  

♯t中か青か  
（牡靡中：0、れ■  

中じ●ないりり  

雛書中の■●、  
■■岬削沌■  
t卿即叫爛  

れ★な行勤の▲体的な紬  
（鋼：幻★については■体的に胃が鬼1たか？本人が幻t書1たのh■が幻貴書lて            いたようだとtっているのか？）  ■tな行■集1檜¶  

≠●暮書 轍：：：二：二二：こ：二：二：   統合失■鷹Il■書  

▲で■書が拝めちれも．椚¢Tでは、■■TⅧ義一■∬暮の血擁書下あり．インフルエ  

■、11■ありだ机彙貯に濃軋．神無攣的には■らかな駄書丘状なし．HR暮、ルンバー  
ル書■行．■蝿、書∫轟をホ■ナる析よなし．■合矢■象をヰい愉峡■ゴh  

t■鋼大  

旗騰‾‾‾‾  

離  

q）うつ■  

◎■■暮■  

ユ月け日卜柑たって九檜ちも井ち着いた，  
用2柑▼び九檜ちが■ち込んだ．  

（D筋力雛下  

⑪■t■■  千石抑碩轍力書紬已11ジドガ．ラiメ・手相滞も視軸；細だ丘坑髄 とか事象1払▲に停暮して銚鳥．10分杜に匝tし暮で白書に嶋電．不明だが●宅畿は  
私書鮮純り二斬爵弼迅：－…  

暮片鋼失 騨レミラ仁あi軍■‘‾  
ttもち舅：亨あー舶前約ほ粧－  

いもJ一千レビ寺1ていたがテレビがなしヽJrこの■1どこJと■tt■暮集れ．入醜中  
て で、寝たり鐘倉たり檻■りエしていた．■扶は欄應値切一書だけであった．  

博飾梢ヴ錆岩層沌闇柏：‾タ主筑乙手芸ふi；盲噌■【掴隋i年初三じ  
て、爛鼻網．廿■ホ、♯■網書投与した．  
1㈹7′打和l州川帽■れ（押1暮〉．タ主フル体轟．  
引地？′〝軸昨憫中）ホ■の檜♯即．丁℃以上）、口鶉（粋11）．いらいらく非1鷺）、不■  
（職責t）、●▲■．t■不暮書暮■えて▲牡．■■（t蠣■■のためソリダ帽6的のみ）  
と、いらいら不■に檜ナもセルシン仕）1T（■剛毅■．（lT：朋研雑して．いらいらす  
る、いつもと自つ倉が暮う、tたいつもより■が★い」町■とけんかして■に巾れない、こ  
こに錮助てほしいい近■なら泊めてくれもだろうか．すぐに汗が出る、暮■がナも．｛に  
胃かつかえた稚拙がナも、書中が■い」日用日比ン的川川わたり陛縛し、≠汁した  
樽で■tした．【義損■事研びf■■逢してもらいたかったが、緻■■■が杓1■闇に  
わたって杜書し嘉ち書いたため、どこにも薫■蝕しないで♯わった．  
1問丁′〝班（午廿中〉キ■と菓＊．優■日く一汁さ1付けなければならない租、ベッドであ  
l仇た」との事（1義鷹不■L t■暮t■んだがどこにも行かなかったこと．未だ少しロ  
■椚描こと．義故がないこと書簡九ていね帆J州側にはかなり靂ち書いていたと1わ  
れも．不■．口糧、いらいら牡扶．  

①口鶉 ◎不瓜虚 ⑳気分暮■ ◎■¶■書 ◎■●気分  

200†′l／紬  

！／21■－～／2ユ  

午前中  
1日！瑠  

されている、tな■が聞こえると鶉tナも．  

1月帽（■）■●、■憮1鴨の彙瘍に気づく．ナクナウ．ヒリヒリした凛じ．件■）蠣熟．  
（班てかち血Wニ■に覿寝していて、玄脚のキを開ける書、玄爛の剛く書、スリッ／くの  
書鳩り．  
8月〕日（帥）寝付いてから般されるような揮い事有すっと1ていて辛くなリデバス1ヰ内  

は把払欄蘭棚湘獅腑冊緬傭読  

t主冠武i紅占も説て丈嶺駕綿紀育亡ぐ  
がわからない）集札．  

！仙1／】／丁仏が下がら払lたれ■鷹h叩脚．（5一州¶橡）自1にてタれレ蓋書に暮  
きつけた状書で鷺■を失っていたところ毛徽汝に発見される．入験し．書什は屯りよし  王001′〟lタミフルl＝〆用m山■用t、自己判断で中止．   た．  

糟寅身汚吏頼義貴賓魯払吏¢毒二：衷晰自失痘鴨褒鵬；二二   

り、ノ鵬傭・わ‖パほ車ル  



精神神経系症状  

2007／2／2l  

200丁／乙／2l  

精一ユー7   

取細浦吏…‾…－■  

史書力虞…‖＿…‖   

t撫t書状中  い削†あった．しかし剛かな暮腑書はなく、繰丑鴨書ナる．安走●の■蘭■及び不  

4月●日（“○）鷺■最下した状■（Ⅱ－20輝敵陣止状廿、四肢未疇檜d暮M（t8湘）粛暮の  

にモ 人が憫 
のに1れるといったホ状．   

リン鮨オセルタミピル  




